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金木町運動公園 

いよいよ近日オニプン 

今
や
観
光
地
、
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ

ツ
ト
に
、
不
可
欠
な
駐
車
場
は
、
 

普
通
乗
用
車
8
0台
分
を
確
保
。
ロ

グ
ハ
ウ
ス
調
の
ト
イ
レ
は
周
り
の

自
然
と
調
和
し
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
身
障
者
用
ト
イ
レ
も
完
備
。
 

緑
多
い
自
然
の
中
で
、
家
族
や

仲
間
と
ふ
れ
あ
い
心
身
と
も
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

平
成
三
年
か
ら
継
続

し
て
工
事
が

進
め
ら
れ

て
い
た
金
木
町

運
動
公

園
（
整
備
事

業
）
が

完

成
し
、

近
日
オ
ー
プ

ン

と
な
り
ま
す
。
 

金
木
町
運
動
公
園
は
「
う
る
お

い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ふ
る
さ
と

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
立
芦

野
公
園
と
一
体
的
な
地
域
住
民
の

憩
い
の
場
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ッ
活

動
の
場
所
と
し
て
自
然
と
親
し
む

豊
か
な
心
や
健
康
教
育
と
ス
ポ

ー
 

ッ
振
興
を
図
る
た
め
の
施
設
と
し

て
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
 

当
施
設
は
、
緑
と
自
然
に
囲
ま

れ
た
広
大
な
敷
地
内
に
ス
タ
ン
ド

観
客
席
に
三
百
八
十
名
と
芝
ス
タ

ン
ド
に
は
三
千
名
が
収
容
可
能
な

本
格
的
野
球
場
。
全
天
候
型
三
面

か
ら
な
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。
ゲ

ー
 

ト
ボ
ー
ル
ゃ
学
童
野
球
兼
ソ
フ
ト

場
そ
し
て
、
大
人
の
野
球
の
サ
ブ

グ
ラ
ン
ド
と
し
て
使
用
で
き
る
多

目
的
グ
ラ
ン
ド
。
子
供
の
遊
び
場

の
多
目
的
広
場
等
が
、
備
わ
っ
て

お
り
、
用
途
に
合
わ
せ
て
活
用
で

き
ま
す
。
 



① 野球場 

② テニスコート 

③ 多目的グランド 

④ 多目的広場 

⑤ トイレ棟（大） 

⑥ トイレ棟（小） 

⑦ 駐車場 

⑧ 外周路街灯 

⑨ 公衆電話ボックス 

③ 広報かなぎ~川川11111 ・ 

待望のコミユニテイ 
消防センター完成 

消防ポンプなど防災施設がなか

った喜良市地区と蒔田地区に待望

のコミュニティ消防センターが完

成しました。 

どちらも地域住民の待望の施設

とあって修抜式には関係者をはじ

め多数の住民が集まりました。 ▲蒔田コミュニティ消防センター ▲喜良市コミュニティ消防センター 
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▲さくらのトンネルをくぐって走る 「津軽鉄道」 は大人気 

"'95金木桜まつり開会式で 	▼5 月2日の 
どーぞ「テ プカット」 	 戦没者慰霊祭 

（単位】人） 平成7年度桜まつり人出 

も編真ー 
賛舞舞墓舞覇 

■左上 

花火大会ノ＼ 

急ぐ人たち 

■左下 

子供達にはバッテ 

リーカーが大人気 

■右下 

噴水の前でひと息 

金
木
桜
ま
つ
り
が
四
月
二
十
九

日
か
ら
県
立
芦
野
公
園
で
開
催
さ

れ
、
五
月
五
日
ま
で
の
期
間
中
満

開
の
さ
く
ら
を
一
目
見
よ
う
と
花

見
客
が
訪
れ
、
思
い
思
い
の
花
見

を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

芦
野
公
園
は
、
日
本
さ
く
ら
の

会
に
よ
る
「
日
本
さ
く
ら
の
名
所

百
選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
西
北

五
地
方
最
大
の
さ
く
ら
の
名
所
。
 

ソ
メ
イ
ョ
シ
ノ
、
八
重
桜
な
ど
一
一
 
 

千
三
百
本
が
大
型
連
休
に
合
わ
せ

た
か
の
よ
う
に
至
る
所
で
咲
き
誇

り
ま
し
た
。
 

初
日
の
二
十
九
日
は
、
好
天
と

温
か
さ
も
手
伝
っ
て
、
場
所
に
よ

っ
て
満
開
の
さ
く
ら
も
見
ら
れ
、
 

登
仙
岬
入
口
で
行
わ
れ
た
開
会
式

で
、
角
田
助
役
は
「
開
会
に
合
わ

せ
て
見
事
に
開
花
し
て
く
れ
ま
し

た
」
と
挨
拶
。
こ
の
後
、
来
賓
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
開
幕
を
祝
 

1111111川II 広報かなぎ ④ 

の花見客で賑わう 



▲足こぎボートでどこ

までいける 7 

‘上手い三味線には踊

りだすお客さんもい

ました。 

■左下 

滝 里美歌謡ショー 

■中下 

宴もたけなわ 

■右下 

「お父さん～ちゃんと 

見てる～」 

い
ま
し
た
。
公
園
内
の
さ
く
ら
の

下
で
は
、
手
作
り
の
お
弁
当
を
広

げ
る
家
族
連
れ
や
酒
宴
を
楽
し
む

団
体
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

期
間
中
の
行
事
、
津
軽
三
味
線

全
日
本
金
木
大
会
に
は
、
小
学
生

か
ら
大
人
ま
で
出
場
し
、
野
外
ス

テ
ー
ジ
で
バ
チ
さ
ば
き
を
競
い
合

い
ま
し
た
。
花
火
大
会
で
は
小
雨

が
降
っ
た
も
の
の
夜
空
に
満
開
の

大
輪
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
こ
の
他
 

に
も
、
三
年
ぶ
り
の
お
化
け
屋
敷

や
「
が
ん
ば
れ
1
・
津軽
鉄
道
応
援

団
」
に
よ
る
お
花
見
列
車
が
初
運

行
さ
れ
、
ま
つ
り
の
雰
囲
気
を

一

層
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
 

今
年
二
月
に
生
ま
れ
た
ば
か
り

の
ヒ
グ
マ
五
頭
が
動
物
園
で
公
開

さ
れ
、
ま
だ
小
犬
ほ
ど
の
大
き
さ

に
 
「
かわ
い
い
」
と
持
参
し
た
カ

メ
ラ
で
記
念
写
真
を
撮
る
親
子
連

れ
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
 

為粛み据‘雌け吃ゴ,竜臣も 

肩 

~一 

~ーニト～ 
一了プー 
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'95 金木桜まつり 

565,000人 



町
議
会
三
月
定
例
会
 

さ
る
三
月
十
四
日
の
一
般
質
問

で
、
沢
田
茂
、
加
藤
磐
、
吉
崎
正

光
の
三
議
員
が
登
壇
。
田
中
町
長

は
①
健
康
管
理
課
の
新
設
で
町
民

の
各
種
検
診
を
実
施
②
農
村
滞
在

型
の
観
光
客
と
農
業
所
得
の
向
上

を
一
体
化
さ
せ
た
事
業
の
計
画
を

す
る
ー
な
ど
を
答
弁
し
た
。
 

沢
田
茂
議
員
 

一
、
全
国
最
下

位
ク
ラ
ス
の
町
民
所
得
と
県
内
最

短
命
の
平
均
寿
命
、
高
卒
者
の
町

外
流
出
対
策
は
ど
う
か
。
 

一
、
町
村
合
併
四
十
周
年
記
念
式

典
の
内
容
と
名
誉
町
民
の
称
号
贈

呈
は
な
い
の
か
。
 

一
、
町
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

費
未
計
上
の
理
由
は
。
 

一
、
友
好
都
市
と
の
交
流
問
題
に
 
 対

す
る
方
針
は
。
 

一
、
防
災
会
議
の
設
置
と
防
災
計
 

画
の
見
直
し
状
況
は
ど
う
か
。
 

一
、
斜
陽
館
買
収
は
ど
の
よ
う
に
 

す
る
の
か
。
 

一
、
町
の
経
常
的
経
費
の
削
減
対
 

策
は
何
か
。
 

一
、
町
職
員
の
採
用
試
験
の
状
況
 

つ
い
て
。
 

】
、
金
木
川
ダ
ム
の
建
設
、
青
森
 

・ 金
木
ト
ン
ネ
ル
事
業
を
計
画
、
 

県
営
ふ
る
さ
と
林
道
緊
急
整
備
事

業
の
促
進
、
精
神
薄
弱
者
遠
距
離

施
設
の
誘
致
を
提
案
す
る
。
 

田
中
町
長
 

一
、
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
の
所
得
向
上
に
向

け
、
育
苗
施
設
、
培
土
施
設
、
野

菜
予
冷
施
設
の
建
設
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
が
、
商
工
業
を
含
め
更

に
積
極
的
に
施
策
に
取
り
込
む
。
 

健
康
管
理
課
を
四
月
よ
り
ス
タ

ー
 

ト
さ
せ
、
死
亡
の
原
因
究
明
と
検

診
に
よ
る
病
気
の
早
期
発
見
に
努

め
る
。
企
業
の
誘
致
と
共
に
西
北

五
地
域
の
既
存
企
業
へ
の
高
校
生

の
雇
用
の
確
保
を
依
頼
す
る
。
 

一
、
式
典
の
副
案
が
出
来
次
第
、
 

全
員
協
議
会
に
相
談
す
る
。
式
典

に
際
し
、
名
誉
町
民
の
称
号
の
贈

呈
は
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。
 

一
、
広
報
か
な
ぎ
で
議
会
の
活
動
 
 を

報
ず
る
の
で
未
計
上
と
し
た
。
 

一
、
国
際
間
の
事
で
も
あ
り
、
フ

ィ
リ
ピ
ン

・
マ
バ
ーフ
カ
ッ
ト
及
び

中
国

・
羅
店
鎮
と
は
互
恵
を
基
本

に
お
い
て
検
討
す
る
。
 

一
、
阪
神
大
地
震
を
教
訓
に
、
昭

和
四
十
四
年
策
定
の
防
災
計
画
の

見
直
し
を
早
急
に
実
施
す
る
。
 

一
、
斜
陽
館
は
町
の
財
産
で
あ
り
、
 

観
光
面
、
文
化
面
か
ら
見
て
も
絶

対
町
で
取
得
す
べ
き
。
買
収
額
は

決
し
て
高
く
は
な
い
。
 

一
、
保
険
課
を
廃
止
し
賦
課
徴
収

を
税
務
課
へ
や
る
な
ど
し
て
人
件

費
を
は
じ
め
と
す
る
経
常
的
経
費

の
節
減
を
し
た
い
。
 

一
、
広
告
条
件
は
実
力
主
義
に
よ

り
学
力
制
限
を
設
け
ず
、
年
齢
制

限
を
三
十
歳
以
下
と
し
て
設
定
し

て
い
る
。
 

一
、
町
の
観
光
と
福
祉
施
設
は
素

晴
ら
し
い
提
案
で
あ
り
、
計
画
充

実
後
は
担
当
委
員
会
に
相
談
し
た

い
。
 
 

ー
委
託
、
川
倉
児
童
館
、
保
育
所

な
ど
各
施
設
の
統
廃
合
を
検
討
し
、
 

経
費
節
減
を
し
た
い
。
 

宮
崎
産
業
課
長
 
ふ
る
さ
と
林

道
は
観
光
ル
ー
ト
開
発
に
も
な
り
、
 

関
係
機
関
と
協
議
し
た
い
。
 

小
野
建
設
課
長
 
金
木
川
ダ
ム
、
 

東
郡
連
結
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
関

係
機
関
と
協
議
し
た
い
。
 

加
藤
磐
議
員
 
一
、
農
業
と
観

光
を
結
び
付
け
た
政
策
内
容
は
ど

う
か
。
 

】
、
斜
陽
館
の
活
用
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。
 

町
長
 
町
内
の
観
光
施
設
と
農

業
の
体
験
旅
行
を
一
体
化
さ
せ
た

事
業
を
計
画
し
た
い
。
 

一
、
観
光
客
に
と
っ
て
も
町
に
と

っ
て
も

一
番
ベ
ス
ト
な
形
に
な
る

よ
う
に
活
用
し
た
い
。
 

吉
崎
正
光
議
員
 
一
、
中
小
企

業
、
商
工
業
の
繁
栄
対
策
は
ど
の
 
 表

者
と
の
意
見
交
換
を
予
定
し
て

い
る
。
中
小
企
業
対
策
と
し
て
は

町
で
利
子
補
給
し
て
い
る
信
用
保

証
協
会
、
商
工
会
の
経
営
改
善
資

金
が
あ
る
。
地
下
資
源
に
つ
い
て

は
大
倉
岳
周
辺
を
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
し
た
が
、
採
算
が
取
れ
る
鉱
脈

は
な
い
。
 

成
田
教
育
長
 
町
の
観
光
の
目

玉
と
し
て
、
ま
た
文
化
の
発
祥
と

い
う
面
か
ら
も
斜
陽
館
の
取
得
を

考
え
て
い
る
。
 

田
中
教
育
次
長
 
斜
陽
館
は
築

八
十
八
年
経
っ
て
い
る
が
、
同
類

の
建
築
物
を
見
て
も
大
分
持
ち
が

良
い
と
思
わ
れ
る
。
 

ま
た
、
同
議
会
に
お
い
て
次
の

事
項
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。
 

議
案
第
五
号
 
平
成
六
年
度
金
木

町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
八
号
）
 

の
件
 

議
案
第
六
号
 
平
成
大
年
度
金
木

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
事

業
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
四
号
）
 

の
件
 

議
案
第
七
号
 
平
成
六
年
度
金
木

町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
 

（
第二
号
）
の
件
 

議
案
第
八
号
 
平
成
七
年
度
金
木

町

一
般
会
計
予
算
の
件
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角
田
助
役
 
斜
陽
館
は
文
化
財
 
よ
う
に
考
え
る
か
。
 

で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
額
を
設
 
一
、
地
下
資
源
の
開
発
は
ど
う
な

定
し
た
。
又
、
差
押
え
は
解
除
し
 
っ
て
い
る
の
か
。
 

な
い
。
経
常
的
経
費
の
節
減
は
ゴ
 
ー
、
斜
陽
館
取
得
と
そ
の
耐
用
年

ミ
収
集
を
は
じ
め
と
す
る
種
々
の
 
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

行
政
改
革
に
よ
っ
て
着
手
し
た
い
。
 
中
野
商
工
観
光
課
長
 
新
年
度

神
島
民
生
課
長
 
福
祉
セ
ン
タ
 
に
地
場
企
業
及
び
誘
致
企
業
の
代
 

(
 

(
 


